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黄
遵
憲
「

遊
豊
湖
」

に

つ

い

て

小

　
川
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は

じ

め

に

　
「

遊

豊
湖
」

三

首
の

其
一

と
其
二

は
、

黄

遵
憲
（
一

八

四

八

〜

一

九

〇

五
）

に

し

て

は

珍
し

く
、

豊
湖

を
取
り

巻
く

自

然
を

描
写

し

た

句

を

十
句
前

後
も

連
ね

る
。

そ
の

自
然

描
写
が

ま

た

な

か

な

か

に

味
わ

い

深
い

。

銭
仲

聯
（

も

と
の

名
は

萼
孫
、

夢

苜
と

号

す
。

）

　

　

　

　

　

　

　

　
　

氏

は

『

夢

菖
禽
詩

話
』

に
、

「

『

人

境
廬
詩
』 、

於
写

景
似

非
所

措

意
、

然

偶
爾

興
到
、

亦

有
佳
作

。

（

『

人

境
廬
詩
』 、

写

景
に

於
い

て

措

意
す
る

所
に

非

ざ
る

に

似

る、

然
れ
ど

も

偶

爾
と

し

て

　
興

到
れ

ば
、

亦

た

佳

作
有
り

。

）

」

と

言
い
、

黄

遵
憲
と

い

う
詩

人
は

興
さ
え

到
れ

ば
い

つ

で

も
優

れ
た

写
景
の

詩
を

作
る

こ

と

が

で

き

た
の

だ

と

言
わ

ん

ば
か

り
の

口

吻
で

あ
る

。

黄
遵
憲
の

詩
人

と

し

て

の

本

領
が

叙
事

詩
に

あ
っ

て
、

銭
仲
聯
氏

が

指
摘
す
る

通
り
、

目

に

映
っ

た

美
し

い

自
然
を

詩
の

中
に

描
き

出
す
こ

と

に

対

し

て

彼
が

特
に

意
欲

的
だ
つ

た
と
い

う

様
子

は
、

生

涯
に

わ
た
っ

て
、

取
り

分
け

官
に

就
い

た

三

十
歳

以
降
に

は

ほ

と

ん

ど

見

ら
れ

な

い
。

張
堂

鋳
氏

も
『

黄
遵
憲

及
其

詩
研

究
』

（

文

史
哲
出

版
社

　
一

九

九

二
）

で
、

「

凡

詩
中

描
写

山
水

花
鳥

及
一

切

自
然
界

的
景

物
、

皆
可
称
写

景
詩

。

…

（

中
略
）

…
。

黄
遵

憲
此

類
詩
計

有
五

十
六

首
、

估
其

全

部
詩

作
的
6
％、

比

例
可

謂

偏
低

、

這
可

能
和

他
憂

勤
国
事
・

無

暇
欣

賞
有
関

。

（
一

般
に

詩
に

山

水

花

鳥
や
あ
ら

ゆ

る

自
然
界
の

景

物
を

描
写

し

た

も
の

は
、

い

ず
れ

も
写
景

詩
と

呼
ぶ

こ

と

が

で

き

る
。

…

（

中

略
）

…
。

黄
遵
憲
の

こ

の

グ
ル

ー
プ
の

詩
は

合
わ

せ

て

五

六

首
あ

り
、

す
べ

て

の

詩

作
の

6

％
を
占
め

る

が
、

比

率
的
に

は

思
っ

た

よ

り

低
い

と

言
え

る

だ
ろ

う
。

こ

れ
は

彼
が

国
を

憂
い

て

国
事
に

奔
走
し

、

自
然
を

楽
し

む

暇
が

な
か

っ

た

こ

と

と

関
係
が

あ

る
の

だ
ろ

う
。

）

」

と
、

黄
遵
憲
に
「

写
景

詩
」

が

多
く
な
い

こ

と

を
具

体
的

数
値
に

基
づ

い

て

論
じ
、

黄
遵
憲
が

国
事
に

奔
走

し

た

こ

と

が

そ
の

原

因
と

な
っ

た

点
を

指

摘
し

て
、

銭

仲
聯
氏
の

言
を

敷

衍
し

て

い

る
。

今
日
、

黄

遵
憲
の

詩
は

『

人

塊
廬
詩

草
』

『

人

境
廬
集
外
詩

輯
』

『

日

本
雑

事
詩
』

に

収
め

る
一

一

二

〇
首

を

見
る

こ

と

が

で

き
る

が
、

張
堂

鋳
氏

は

『

日

本

雑
事

詩
』

に
つ

い

て

は

史

料
的

価
値
の

方
が

文

学
的

価
値
よ

り

も
大

き

い

と

し

て

数
に

入

れ

て

い

な

い
。

そ

こ

で
、

張

堂

鋳
氏
の

い

う
「

五

十
六

首
」

「

6
％
」

は

『

人

境
廬
詩

草
』

『

人

境
廬

集
外
詩

輯
』

に

収
録
さ

れ

た

九

二

〇

首
を

対
象
と

し

て

抽
出

さ

れ

た

数

字
と

い

う
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こ

と

に

な

る
の

だ

が
、

黄
遵
憲
の

ど
の

作
品

を

写
景

詩
と
し

て

数

え
上

げ
た

の

か

を
氏

は

明
示
し

て

い

な

い

の

で
、

今
そ

の

ひ

と
つ

ひ

と
つ

を

検
証

し

て

み

る

こ

と

が

で

き

な

い
。

後
に

述
べ

る

よ

う

に
、

黄
遵
憲
は

「

遊

豊
湖
」

其
一

、

其
二

の

詩

句
す
べ

て

を

写
景

に

費
や
す
わ

け

で

は

な
く
、

｝

首
の

後
半
に

は

必

ず

自
ら
の

思
い

に

言

及
す
る

し
、

其
三

は

写

景
の

句
を

ほ

と

ん

ど

含
ま

な
い

。

彼

の

詩
九

二

〇

首

を
概

観
し

て

み

る

と
、

張
堂

鋳
氏

が

数
え

た

五

六

首
の

写
景

詩
の

多
く

は
、

「

遊

豊

湖
」

と

同
じ

よ

う

に
、

作
品
の
一

部

分
に

自

然
の

景
物

を
描
写

す
る

詩
句
を

含
む

だ

け
で

あ
っ

て
、

そ

れ

も
「

遊
豊

湖
」

ほ

ど

に

は

多
く
の

句
を
そ

れ
に

当
て

て

い

な

い

と

思
わ

れ
る
の

で
、

6

％
と

い

う
数

字
は

い

か

に

も

小
さ
い

と

言
え
る

。

　

ま
た
、

張
堂

鋳
氏

は

「

遊
豊

湖
」

其
一

の

最

初
の

十
二

句

を

引

い

た

上

で
、

「

此
詩

先
従

夢
境
写

起
、

又

把
夢

境
化
為

現
実

。

現

実

比

夢

境
更

美、

又

疑
猶

在
夢
中

、

構
思
新

穎
可

喜
。

寓

情
於

景
、

景

中

有
情

、

是

写

景
詩
上

品
之

作
。

（
こ

の

詩
は

夢
の

世
界
か

ら

描

き

始
め

、

さ
ら

に

夢
の

世

界
を

現
実
へ

と

変
化
さ
せ

て

い

る
。

現

実

は

夢
の

世

界
よ

り
も

も
つ

と

美
し

く
、

ま

だ

夢
の

世

界
に

い

る

の

で

は

な

い

か

と

疑
っ

て

お

り
、

構
想
が

斬
新
で

喜
ば
し

い
。

情

を

景
に

寓
し

、

景
の

中
に

情
が

あ
っ

て
、

こ

れ

は

写

景
詩
の

上

品

の

作
で

あ

る
。

）

」

と

も
述
べ

る
。

こ

こ

で
、

「

写

景
詩
」

と

い

う
用

語
に
つ

い

て

ひ

と

つ

確

認
し

て

お

き
た

い
。

現
代

中
国
語

で

は
「

叙

景
」

と

い

う
語

を
あ

ま
り

用
い

な
い

よ

う
で

あ

る
。

本
稿
で

は

張

堂

鋳
氏

に

倣
い

取
り

敢
え

ず
「

写
景
詩
」

と
い

う
語
を

用
い

た
。

右
に

見
た
よ

う
に

、

張
堂

鋳
氏
は

「

写

景
詩
」

に
つ

い

て

「

凡

詩

中
描
写

山
水
花

鳥
及
一

切

自
然

界
的

景
物

、

皆
可

称
写

景
詩

。

」

と

す
る
の

だ

が
、

日

本

語
の

「

叙
景

詩
」

と

い

う
語

が

「

自

然
の

風

景
を

う
た
っ

た

詩
」

（

『

日

本

国
語
大

辞
典
』

第
二

版
　
小

学
館

二

〇

〇
一
）

と

定
義

さ
れ
る

の

で

あ
れ
ば

、

張
堂

鋳
氏
の

「

写

景

詩
」

と
日

本
語
の

「

叙
景
詩
」

と
の

間
に

あ

ま

り

大
き
な

違
い

は

認
め

ら
れ

な
い

。

し

か

し
、

「

叙
景
詩
」

が
、

人

間
と

自

然
と

は

相

対
す
る

も
の

で

あ

る
と

い

う

近
代

的
自

然
観
に

基
づ

く
と

こ

ろ

の

自
然
を

う
た
う

詩
で

あ

る
の

に

対
し

、

「

写

景

詩
」

は

た

だ

単
に

美

し

い

自

然
の

景

物
を

描
き

出
す
こ

と
自

体
に

主
眼

を

置
い

て

作
ら

れ

る
の

で

は
な

く
、

そ
こ

に

詩
人

が

抱
い

た

何
ら

か

の

情
感
を

重

ね

合
わ
せ

る
こ

と

に

よ
っ

て

所
謂

「

景

情
一

致
」

を

目

指
そ

う
と

す
る

無

意
識
の

前
提
が

あ
る
の

で

は

な
い

か
。

張
堂

鋳
氏

の

「

寓

情
於

景
、

景
中

有
情
」

と
い

う
評
に

も
、

そ
の

よ

う

な
前

提
が

働

い

て

い

る
の

で

あ

ろ

う
。

　

黄
遵
憲
の

詩
に

は

優
れ
た

自
然

描
写

を

含
む

作
品

が

確
か

に

あ

る
。

そ

の

意
味

で

銭
仲

聯
氏
の

言
は

正

し
い

と

思

う
。

「

遊
豊

湖
」

に

見
ら
れ
る

自
然

描
写
が

、

黄
遵

憲
の

詩
作
全

体
の

中
に

置
い

て

み

た

時
、

や
は
り

質
的

に
も
量

的
に

も
充
実
し

た

も

の

で

あ

る

こ

と
は

首
肯
で

き
る

。

し

か

し
、

本
稿
で

は
、

「

遊
豊
湖
」

三

首
の

其

一

や

其
二

の

写
景
の

句
だ

け
を

取
り

上

げ
て
、

そ
の

表
現
上

の

特

徴
を

論
じ

る
の

で

は

な

く、

景
と

情
と

い

う
観

点
か

ら

検

討
を
加

え
、

「

遊
豊

湖
」

三

首
の

構
成
と

詩

人
の

意
図
に

つ

い

て

考
え

て

み

る
こ

と

に

し

た
い

。
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詩
に

広

東
の

山
川

の

様
が

描
写

さ

れ

る
よ

う
に

な
っ

た
の

は

そ

れ

ほ

ど

古
い

こ

と

で

は

な

く
、

六

朝
詩

や
唐
詩

に

は

あ

ま

り

見
ら

れ

な
い

よ

う
で

あ

る
。

　

元

和

十
四

（

八
一

九
）

年
正

月
、

韓

愈
（

七

六

八

〜

八

二

四
）

は

「

論

仏
骨
表
」

に

よ
つ

て

憲
宗
の

怒
り

を
買

い
、

潮
州
（

広

東

省
潮

州
市
）

に

貶
せ

ら
れ

る

こ

と
に

な
っ

た
。

既
に

五

二

歳

を
迎

え

て

い

た

彼
は

「

知

汝

遠
来

応
有

意
　
好
収
吾

骨
瘴

江
辺
」

（

「

左

遷
至

藍

関
示
姪

孫
湘
」

）

と
悲

愴
な

覚

悟
を
表

明
し

て

長
安
を

離
れ

て

六

十
日

を
越
え

る

旅
を

続
け
、

三

月

半
ば
に

は
広

東
に

入
っ

て

す
ぐ
の

と
こ

ろ

に

あ
っ

た

楽

昌
県
の

昌

楽
瀧
に

至

る
。

「

瀧
」

は

急

流
の

意
で
、

こ

こ

か

ら

は

川
を

下
っ

て

潮
州
に

向
か

う
こ

と

に

な

る
。

彼
は

そ
こ

で

「

瀧

吏
」

と

い

う
長
い

五

言

古
詩

を

作
っ

て

い

る
。

作
品
は

、

南
行

逾
六

旬

始

下
昌

楽
瀧

険

悪
不

可
状

船
石

相

春
撞

往

問
瀧

頭
吏

潮
州

尚
幾
里

行
当

何
時

到

土

風

復
何

似

　
　

　

　
　

　
こ

南
行

　
六

旬
を

逾
え

　
　

　
し

や

つ

ら

く
ら

う

始
め

て

昌

楽

瀧
を

下
る

険

悪

　
状

す
べ

か

ら

ず

　
　

　

　
　
し
ヒ

う

た

つ

船
と
石

と

相
春

撞

す

往
き
て

瀧

頭
の

吏
に

問
ふ

潮
州
は

尚
ほ

幾
里

ぞ

行

き
て

当
に

何
朮

の

時
に

か

到

る
べ

き

　
　

　

　
　
レ
　

カ
　

ノ

土

風
は

復
た

何

似
と

と
、

土
地

の

小

役
人

に

潮

州
の

様
子

を

問
い

掛

け
る

と

こ

ろ

か

ら

始
ま

る
。

小

役
人
は

、

嶺
南
大

抵

同

官
去

道
苦

遼

下
此
三

千
里

有
州

始
名

潮

悪
渓

瘴
毒
聚

雷
電

常
洶
洶

鰾
魚
大

於
船

牙

眼

怖
殺

儂

州

南
数
十
里

有
海
無
天

地

颶
風
有

時
作

掀
簸
真

差
事

嶺

南
は

大
抵
同

じ

く

　

　
ゆ

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
は

な
は

　

　
は

る

官
の

去

く
こ

と

　
道

　

苦

だ

遼
か

な
り

此

れ
よ

り

下
る

こ

と
三

千
里

州

有
り

　
始
め

て

潮
と

名
つ

く

　

　
　

　

　
　
あ
つ

悪

渓
に

瘴
毒

　
聚

ま

り

雷
電

　
常
に

洶

洶
た
り

鰾

魚
　

緲
よ
り

も
大
に

し

て

牙

眼

　
儂

を

怖
殺
す

州

南

　
数
十
里

海

有
っ

て

天
地

無
し

　

　
　

　

　
　

　
お

こ

颶
楓

　
時
有
り

て

作
り

掀

簸
し

て

真
に

差
事
な

り

自

分
も
一

度
し

か

行
っ

た

こ

と

が

な
い

の

だ
が

と

断
り
つ

つ
、

潮

州
の

様
子

を

形

容
し

て

み
せ

る
。

こ

こ

に

描
き
出

さ
れ
た

、

瘴
気

立

ち

籠
め

、

稲

光
が

閃
い

て

雷
が

鳴
り

渡
り

、

川

や
海
に

鱸
魚

躍

る

と

い
っ

た

光
景
は

、

恐
ら
く

当

時
の

知

識

人
た

ち

が

共

有
し

て

い

た

広

東
の

イ

メ

ー

ジ

だ
っ

た

は

ず
で

あ

る
。

潮
州
着

任
後
ま

も

な

く

撰
し

た
「

潮
州
刺

史
謝

上

表
」

に

も
、

「

臣
所

領
州

、

在
広

府

極
東

界
上

、

去

広

府
雖
云

纔
二

千

里
、

然
来

往
動

皆
経
月

。

過
海
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口
、

下

悪
水
、

濤

瀧
壮
猛
、

難
計

程
期

。

颶
風
・

鰐
魚

、

患
禍

不

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

測
。

州

南
近

界
、

漲

海
連
天

。

毒

霧
瘴
氛
、

日

夕

発
作

。

　
（

臣

が

領
射
幡

所
の

州

は
、

広

府
の

極
東

界
上

に

在
り

、

広

覆
去

る

こ

と

纔

に

二

千
里
と

云

ふ

と

雖

も
、

然
れ

ど

も
来

往

　
動

も

す
れ

　
　

　

　
　
ふ

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

た

う
ら

う

ば

皆
な

月
を

経
。

海
口

を

過

ぎ、

悪
水
を
下

れ
ば
、

濤
瀧

　
壮

猛

に

し

て
、

程
期
を

計
り

難
し

。

颶
風
・

鰐
魚

、

患
禍

　
測
ら

れ

ず
。

州

南
の

近

界
、

漲

海
　
天

に

連
な

る
。

毒

霧
・

瘴
氛、

日

夕

に

発

作
す

。

）

」

と
、

潮
州
の

風
土

を

「

瀧
吏
」

詩
と

ほ

ぼ

同
じ

イ

メ

ー
ジ

に

よ
っ

て

描
き

出
し

て

い

る
。

「

瀧

吏
」

詩
を

作
っ

た

時
点

で

は

ま

だ

潮
州
の

実
際
の

様

子
を

見
聞

し

て

い

な

か

っ

た

し
、
「

潮

州

刺

史
謝
上

表
」

も
潮

州
入

り

し

て

日

が

浅
か

っ

た

の

で
、

そ

の

イ

メ

ー

ジ

を

祖
述
せ

ざ

る
を

得
な
か

っ

た
の

か

も

し

れ

な
い

。

し

か

し
、

量

移
さ
れ

て

袁

州
（

江
西

省
宜
春

県
）

に

転

任
す
る

ま

で

の

数
ヶ

月
の

間
、

彼
に

は

見

る
も

の

聞

く

も
の

す
べ

て

が

珍
し

か

っ

た
は

ず
だ

が
、

潮
州
の

風

物
を

自
己
の

見
聞

に

基
づ

い

て

詩
の

世
界
に

描

き
出
そ

う
と

い

う

気
に

は

な
ら

な
か
っ

た

よ

う
で

あ

る
。

「

潮
州

刺
史

謝
ヒ

表
」

や
「

瀧
吏
」

詩
な
ど
、

こ

の

時

期
の

韓

愈
の

作
品
に

見

ら

れ
る

「

も
の

と

い

え

ば

自

分
の

失

敗
に

対

す
る

後
悔
で

あ
り

、

『

瀧
吏
』

の

口

を

借
り

て

語
ら

れ
る

自

責
で

あ
り
、

上

奏
文

に

見
ら
れ

る

恭

順
の

意
で

あ
っ

た
。

」

と
、

前
野

直
彬
氏
が

『

韓
愈
の

生

涯
』

（

秋

山
書

店

　
一

九
七

六
）

で

論
じ

る

通
り

、

「

潮

州

刺

史
謝
上

表
」

も
「

瀧
吏
」

詩

も
憲

宗
及
び

そ
の

周
辺
の

人
々

に

読
ま

れ

る

こ

と

を

期
待
し

て

作
ら
れ

た
。

憲

宗
に

対
し

て

自
分

の

窮

状
を

訴
え

る

た

め

に

は
、

潮
州
が

と

て

も

人
の

住
め

る

よ

う

な
と

こ

ろ

で

は

な
い

こ

と

を

強
調

し

な
け

れ
ば
な

ら
な
か
っ

た

の

で

あ

る
。

　
広

東
に

限
定
せ

ず
、

も
う
少

し

範
囲
を
広

め

て

嶺

南
の

地
の

自

然
を

描
い

た

詩

人
で

あ

れ
ば

、

柳
宗

元
の

名
が

挙
げ
ら

れ
る

。

韓

愈
が

潮
州

に
左

遷
さ
れ

た

頃
、

柳

宗
元

（

七

七

三

〜

八
一

九
）

は

柳
州
（

広

西

壮

族
自

治
区

柳

州
市
）

で

そ
の

最
晩
年

を
迎
え
て
い

た
。

元

和
十
（

八
｝

五
）

年
か

ら

既
に

足

掛
け

五

年
の

歳
月

を
過

ご

し

て

い

た
こ

と

に

な

る
。

柳
州
時

代
の

柳
宗

元
に

は

例
え
ば

次

　
　

　

　
　

　

の

よ

う
な

作
品

が

あ

る
。

登

柳
州

城
楼

、

城
上

高

楼
接
大
荒

海
天

愁
思
正

把

茫

驚
風

乱
颱

芙
蓉
水

密

雨
斜
侵

薜
茘

牆

嶺

樹
重
遮

千
里

目

江

流
曲

似
九

迴

腸

共
来

百

越
文

身
地

猶
自

音

書
滞
一

郷
寄
潭
汀

封
連

四

州

（

柳
州
の

城
楼
に

登

り
、

　
　

　
潭
・

汀
・

封
・

連
の

四

州
に

寄
す
）

　
　

城
上

の

高
楼

　
大

荒
に

接
し

　
　

海
天

　

愁
思

　
正

に

茫
茫
た

り

　
　

　

　
　

　

　
う
ご

　
　

驚
風

　
乱
れ

颱

か

す

　
芙
蓉
の

水

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　へ
い

れ

い

　
　
か

き

　
　

密
雨

斜
め

に

侵

す

　
薜

茘
の

牆

　
　

嶺
樹
は

重
な
り

て

千

里
の

目

を
遮

り

　
　

江
流
は

曲

り

て

九

迴
の

腸

に

似
る

　
　

共

に

来
た

る

　
百

越
文
身
の

地

　
　
な
　
ほ

　
　

猶
自

　
音
書
は
一

郷
に

滞
る

　

柳
州
二

月

榕

葉
落
尽
、

偶

題

　
　

　

　
　

（

柳
州

　
二

月

　
榕

葉

　
落
ち
尽

く
す

、

偶
題
）

宦

情
羈
思
共

悽

悽
　
　

宦
情

　
羈
思

　
共
に

悽

悽
た

り

春
半

如
秋

意
転
迷

　

　
春
　
半

ば

に

し

て

秋
の

如

く

　
意

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
う

た

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
転

た

迷
ふ
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山

城
過

雨
百

花
尽

　
　
山

城

　
雨

　
過
ぎ
て

　
百

花

　
尽

き

榕

葉
満

庭
鶯
乱

啼
　
　
榕

葉
　
庭
に

満
ち
　

鶯
　
乱
れ

啼
く

　

与

浩

初
上

人
同

看

山、

寄
京

華
親
故

　

　

　

　
　

　

　
　
レリ
も

　

　
（

浩
初
上

人

と

同

に

山
を

看
て

、

京

華
の

親

故
に

寄
す
）

海

畔
尖

山

似
剣
鋩

　
　
海

畔
の

尖

山

　
剣
鋩
に

似
た

り

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
さ

秋
来
処

処

割
愁
腸

　

　
秋

来
　
処
処

　

愁
腸
を

割

く

　

　

　

　
　

　

　
　

　
レ
　
　

カ

若

為
化

得
身
千
億
　
　
若
為
で

か

身
を

千
億
に

化
し

得
て

散
上

峯

頭
望

故
郷
　
　
散
り

て

峯

頭
に

上

り

故
郷
を
望

ま
ん

三

首
し

か

挙
げ

る

こ

と

が

で

き
な
か

っ

た

が
、

こ

こ

か

ら

も
分
か

る

よ

う
に

、

柳
宗
元
は

韓

愈
の

よ

う
な

紋
切
り

型
の

自
然

描
写

を

採
用

し

て

い

な
い

。

「

登

柳
州

城
楼
、

寄

潭
汀

封
連
四

州
」

詩
や
「

与

浩

初
上

人

同

看
山
、

寄
京

華
親
故
」

詩
の

よ

う
に

特

定
の

人
間
を

読

者
と

し

て

想
定
し

た

作
品
で

は
、

「

城
上

高
楼

接
大
荒
」

と
言

い

「

海

畔
尖

山

似
剣
鋩
」

と

述
べ

て
、

柳
州
が

長

安
や

彼
の

故
郷
か

ら

遠

く
隔
て

ら

れ
た

、

文

字

通
り
地

の

果
て

に

位
置

す
る

こ

と

を

強

調
し

て

い

る
。

一

方
、

「

柳
州
二

月

榕

葉
落
尽
、

偶

題
」

で

は

土

地
が

あ

ま
り

に

も
温

暖
な
た

め

に
、

ま

だ
二

月

だ

と
い

う
の

に

花

と

い

う

花
が

早

く
も

盛
り

を

過

ぎ
て

秋
を
思

わ
せ

る

と
、

季

節
の

移
り

変

わ
り

が

異
常
で

あ
る

よ

う
に

感
じ

ら

れ
る

こ

と
か

ら
、

自

分
の

孤

独
に

思
い

を

致
し

て

い

る
。

　
韓

愈
に

し

て

も

柳

宗
元

に

し

て

も
、

嶺
南
の

自

然
を
あ

る

程
度

写

実
的
に

描
写

し

た

先
行

作
品
を

ほ

と

ん

ど

持
た

な
か
っ

た

わ

け

で

あ

る

か

ら
、

彼
ら

が

特
定
の

読

者
を

想
定
し

て

詩
を

作
ろ
う

と

し

た

場
合

、

そ

れ

ら
の

人
々

の

多

く
が

嶺
南
の

地

を

直
接
に

は

踏

ん

だ
こ

と

が

な
か
つ

た

か

ら

に

は
、

瘴
気

立

ち

籠
め
、

稲
光

が

閃

い

て

雷
が

鳴
り

渡

り
、

川

や
海

に

鰡

魚
躍

る

と
い

う

イ
メ

ー

ジ

や
、

地
の

果
て

に

位
置
す
る

の

だ

と

い

う
伝
統

的
な
イ

メ

ー

ジ

を

踏
襲

す
る
方
が

、

自
分

の

思

い

を

読
者
に

伝
達

す
る
の

に

効

果
的
だ
っ

た
の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か
。

も

ち
ろ

ん
、

柳
宗
元

の

「

柳
州
二

月

榕
葉
落
尽
、

偶
題
」

と

同
様
に
、

自
分
の

感
懐
を

触
発

し

た

景
物

を

描
写
し

た

詩
も

あ
っ

て
、

そ

れ
ら

の

イ

メ

ー

ジ

か

ら

離
れ

た

独

自
の

表

現
を

見
る

こ

と

が

で

き

る
の

だ

が
、

や
は

り

数
は

そ

れ

ほ

ど

多
く
な
い

。

　

宋
代
以

降
に

な

る

と
、

北
宋
の

都
が

当

初
は

開

封
に

置
か

れ
、

南

宋
は

杭
州

を

都
と

し

た

た

め

に
、

嶺
南
も

文

明

果
つ

る

地
で

は

な

く
な
り

、

知

識

人
の

往
来
も

頻

繁
に

な
っ

た
。

こ

う
し

た

流

れ

の

中
で

、

蘇

軾
（
一

〇
三

六

〜
一

一

〇
一
）

の

存

在
は

と

り

わ

け

大

き
か
っ

た
。

彼
が

恵
州

や
海
南

島
で

作
っ

た

作
品

は
、

後
世

の

詩
人

た

ち

に

対
し

常
に

偉
大
な
る

先
行

作
品

と

し

て

機
能
し

た
。

嘉
応
州

（

広

東
省

梅
州
市
）

に

生

ま
れ

育
っ

た

黄

遵
憲
も

例
外
で

は

な
い

。

　

同
治
六

（

一

人

六

七
）

年
夏

、

黄
遵

憲
は

広

州
で

の

郷
試
に

応

じ

る

た

め

恵
州

（

広

東
省
恵

州
市
）

に

至

り

豊

湖
に

遊
ぶ

。

時

に

詩

人
は

二

十
歳

。

　
「

遊
豊

湖
」

其
一

は
二

四

句
か

ら

な
る

五

言

古

詩
で

、

次
の

よ
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う
に

前
半
十

二

句
、

後
半
十

二

句
に

分

け

る

こ

と

が

で

き
る

。

こ

の

時

点
で

は
、

彼

は

広

東

省
か

ら

外
に

出

た

こ

と

が

な

く
、

世
に

名
高
い

杭
州

の

西

湖
に

も
ま

だ

訪

れ
た

こ

と

が

な

か

っ

た
。

作
品

は

彼
が

夢
で

見

た

西

湖
の

様
子
か

ら
始

ま

る
。

西

湖
吾

未
到

夢
想
或

遇
之

濛
濛
水

雲

郷

荷
花

交
柳

枝

今
日

見
豊

湖

万

頃

青
琉

璃

持
問

老

東

坡

杭

潁
誰
雌

雄

浹
旬

困

積
暑

濃

眼
驚
此

奇

恍
如

画

図

中

又

疑
夢

寐
時

西
湖

　
吾

　
未
だ

到
ら
ず

夢
想

す

　
或
い

は

之

れ

に

遇
は

ん

こ

と

を

濛
濛

た
る

水

雲
郷

荷
花

　
柳
枝
を

交

ふ

今
日

　
豊

湖

を
見
る

に

万

頃

　
青
琉

璃

持
し

て

老

東

坡
に

問
は

む

黥
瀬
7

ん

誰
か

雌
雄
と

浹

旬

　
積
暑
に

困

し

み

　

　
そ

そ

眼
に

濃
い

で

此
の

奇
に

驚
く

恍
と

し

て

画

図
の

中
の

如

く

又

た

夢
寐
の

時
な
る

か

と

疑
ふ

夢
に

現
れ

た

杭
州

の

西
湖
は
、

湖
面
の

ハ

ス

の

花
が

水
面

に

垂

れ

た

湖

畔
の

柳
の

枝
と

交

錯
す
る

、

水
豊
か

な
「

水

雲
郷
」

だ
っ

た
。

今
日

、

豊

湖
を

訪
れ

て

み

る

と
、

瑠
璃
の

よ

う
に

深

み

を

帯
び

た

青
い

水
が

万

頃

も
広
が
っ

て

い

る
。

「

豊
湖
」

の

名
は

唐

以
前
の

文

献
に

見
当
た

ら

な
い

よ

う

で

あ
る

。

宋
・

祝
穆

『

方

輿
勝

覧
』

恵

州
の

条
に
「

豊
湖

在
郡

西
、

広
五

十
里

、

亦

名
西
湖

。

（

豊

湖

　
郡

の

西

に

在
り

、

広

さ
五

十

里
、

亦
た

西
湖
と

名
つ

く
。

）

」

と

あ

り
、

豊

湖
も

ま

た

西
湖
と

呼
ば
れ

て

い

た

こ

と

が

分
か

る
。

そ

こ

で
、

蘇
軾
に

向
か

っ

て

杭
州
や

潁
州
（

安

徽
省
阜

陽
市
）

の

西

湖
と
い

ず
れ
が

勝
っ

て

い

る

で

し

ょ

う
か
、

と

問
い

掛
け
た
の

で

あ

る
。

語
は

、

蘇
軾
の

「

軾
在
潁
州

、

与

趙

徳
麟
同

治
西

湖
。

未

成
、

改

揚
州

。

三

月

十
六

日
、

湖

成
、

徳
麟

有
詩
見

懐
。

次
其

韻
（

軾

潁
州
に

在
り
、

趙

徳
麟
と

同
に

西

湖
を

治
む

。

未
だ

成
ら

ざ
る

に
、

揚
州
に

改
め

ら

る
。

三

月

十
六

日
、

湖

成

り、

徳
麟

詩

有
り

懐
は

る
。

其
の

韻
に

次
す
）

」

に

「

大
千

起
滅
一

塵

裏
　
未

覚
杭

潁

誰
雌
雄
（

大
千

起
滅

　
一

塵
の

裏

　
未
だ

覚
え

ず
　
杭
潁

　
誰
か

雌

雄
な
る

か

を

ご

と
あ

る
の

を

踏
ま

え

る
。

　

こ

の

故
事
は

比

較

的
よ

く
知

ら
れ

た

も

の

で
、

宋
・

胡
仔

『

漁

隠
叢
話

前
集
』

東
坡

四

に

引
く
『

王

直
方

詩
話
』

に

も
「

杭
有
西

湖
、

而

潁
亦

有
西
湖
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

皆
為
遊

賞
之

勝、

而

東
坡

連

守
二

州
。

　
（

杭
に

西

湖

有
り

て
、

潁

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

し

き

に

も
亦
た

西
湖

有
り
、

皆
な

遊
賞
の

勝
為
り

て
、

東

坡
　

連
り

に

二

州
に

守
た

り
。

）

」

と

見

え
る

。

広

東
の

夏
で

あ

る
か

ら、

こ

の

十
日

間
と
い

う

も
の

ひ

ど

い

暑
さ

に

苦
し

ん

で

い

た

が
、

目
に

そ

そ
が

れ

た

素
晴
ら

し

い

眺

め

に
ハ

ッ

と

さ
せ

ら

れ
、

絵
の

中
に

い

る

よ

う
に

も
夢
を

見

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
、

と

詠
う

。

「

溌

眼
」

は

あ
ま

り

見
慣
れ

な
い

語
だ

が
、

や
は

り

蘇

軾
の
「

至

秀
州
、

贈
銭
端
公

安
道、

竝

寄

其
弟
恵

山
老
（

秀
州
に

至

り

て
、

銭
端
公

安
道
に

贈
り
、

並
び

に

其
の

弟
恵

山
老
に

寄
す
）
」

詩
に
「

山
頭

望

湖
光

濃
眼

、

山
下

濯
足

波
生

指
（

山

頭

湖
を

望
め

ば

光

眼

に

撥
ぎ
、

山
下

　
足

を

濯
へ

ば

　

波
　
指
に

生
ず
）

」

と

見
え
る
の

を
用
い

た

の

だ

ろ

う
。

　

豊
湖
に

至

る
道
を

た

ど

る

内
に

視
界

が
一

気
に

開
け
、

豊

湖
の
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湖

畔
に

至

る

ま

で

に

は

ま
だ

少
し

距

離
を

残
す

け
れ

ど

も
、

前
方

に

青
々

と

し

た

湖
が

広

が
っ

て

い

た
。

前

半

十
二

句

は

そ

の

感
動

を

よ

く

伝
え
る

が
、

写
実

的
要

素
は

乏

し

い

と

言
え

る

だ

ろ

う
。

む

し

ろ
、

絵

画
の

中

に

い

る

か

の

よ

う
か

の

よ

う
な
、

夢
を

見
て

い

る

か
の

よ

う
な

現
実
感

を

欠

い

た

雰

囲
気
が

際
立

つ
。

　

後
半

十
二

句
に

は
、

黄
遵
憲
の

思
い

が

述
べ

ら

れ

る
。

人
生

為
何

事

畢
世

狂
奔
馳

黄
塵

没
馬

頭

労
労

不
知

疲

嗟
我

不
能

仙

豈

能

免
人

羈

要

留
一

片

地

自
謀

老

来
私

悠
悠
湖
上

雲

耿

耿
我

所
思

下
与

鴎

鷺
盟

上

告
雲
天

知

人

生

　
何
事

を
か

為

す

畢

世

　
奔
馳

に

狂

す

黄
塵

　
馬
頭
を

没
し

労

労
と

し

て

疲
る

る

を
知

ら
ず

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
な

げ

我
が

仙
た

る

能
は

ざ

る

を

嗟
く

も

置
に

能

く
人

羈
を

免
れ
ん

や

め
ぎ

ら
要

ず
一

片
の

地
に

留
ま

り

自
ら

老

來
の

私
を

謀
ら
ん

悠

悠
た

り

　

湖
上

の

雲

カ

う

カ
う

耿

耿
と

し

て

我
が

思
ふ

所

下

り
て

は
鴎

鷺
と

盟
ひ

上

り
て

は
雲

天
に

告
げ
て

知
ら

し

め

ん

最
初
の

四

句
は

、

塵
俗
に

薄
汚
れ
た

現

実
の

世

界
で

あ

る
。

人
の

世
に

生

ま
れ

て
い

っ

た

い

何

ほ

ど
の

事
を

成
し

遂
げ

る
こ

と

が

で

き

る
の

か
、

一

生

涯
を

衣
食
の

た

め

に

狂

奔
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い

の

か
。

黄
塵
に

馬
が

隠
れ
て

し

ま
う
ほ

ど

あ

く
せ

く
と

走

り

回

り
、

そ
れ
で

も

疲
れ
を

知
ら

ず
に

日
々

苦
し

ま
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

し

か

し
、

目
の

前
の

豊

湖
は

そ

の

よ

う
な

現
実
の

世

界
と

は

ま
っ

た

く

懸
け

離
れ

て

い

る
。

自

分
は

自
分
が

仙
人

に

な

れ

な
い

の

を

嘆

く
け

れ
ど

も
、

ど

う

し

て

人
の

世
の

束
縛
か

ら

逃
れ

ら
れ

よ

う
か

。

こ

の

一

片
の

地
、

即
ち

豊
湖
に

留
ま

り
、

老

年
を

過
ご

す
と

い

う
ひ

そ
か

な

願
い

を

い

つ

か

き
っ

と

実

現
さ

せ

た
い

も
の

だ
。

悠
々

と

豊
湖
の

上

に

浮
か

ぶ

雲
こ

そ

が
、

い

つ

も

我
が

心

に

深
く

思
う
と

こ

ろ
。

「

鴎
鷺
盟
」

は
、

カ

モ

メ

や

サ
ギ

と

友
と

な

る

こ

と

を

誓
う
こ

と

か

ら
、

隠
棲
へ

の

強
い

憧
れ

を
い

う
。

詩
の

後

半
で

表

出
さ
れ

る

脱
俗
へ

の

憧

憬
が
、

詩
の

前

半
に

向
か
っ

て

投

影
さ

れ
る

こ

と

に

よ

り
、

前

半
で

描
か

れ

た

豊

湖
の

茫
洋
た

る

景

が

あ

た

か

も

桃

源

郷
を

描
い

た

か

の

よ

う

な

印
象
を

獲
得
す

る
。

　

「

遊

豊
湖
」

其
二

は
二

六

句
か

ら

な
り
、

最
初
の

八

句
で

や
は

り

豊

湖
の

自

然
を
描
写

す
る

。

濃

緑
漲

雨
洗

森

森
竹

千
个

亭

亭
立

荷
葉

万

碧
含

露
唾

四

囲
垂

柳
枝

随

風

任
顛
簸

中

有
屋

数
椽

周

遭
不

為
大

濃
緑

　
濃
雨

に

洗
は

れ

森
森
と

し

て

竹

千

个

亭

亭
と

し

て

　

荷
葉

　
立

ち

万

碧

　
露
唾

を

含
む

四

囲

に

柳

枝

　
垂

れ

　

　
　

　
て

ん

は

風

に

随
い

顛

簸
に

任

す

　

　
　

　

　
て
ん

中
に

屋

　
数
椽

有
り

周
遭

　
大
な

り

と

為
さ

ず

其
一

で

は
、

ま

だ

遠
く

に

ぼ
ん

や

り

と

し

か

見
え

て

い

な

い

豊

湖

を
、

「

万

頃
青
琉

璃
」

と

い

う
一

句
で

巨

視
的
な

印
象
に

よ
つ

て

叙
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述
し

た

だ
け

だ
っ

た

が
、

を

ぐ
っ

と
絞
り

込
ん

で
、

れ

緑
滴

る
千

本
も
の

竹、

せ

て

い

る
無

数
の

ハ

ス
、

く

ま
ま

に

揺
れ

て

い

る

柳
、

つ

植
物

が

透
明
感
に

溢
れ

る

爽

や
か

な

空

間
を

作
り

出

し
、

中
に

あ

ま
り

大
き

く

な
い

家
が

ひ

っ

そ

り

と
、

在

感
を

も
っ

て

建
っ

て

い

る
。

い

る
の

で
、

夜
来
の

雨
が

上

が
っ

た

ば

か

り

の

早

朝
の

新
鮮
な

光

景
だ

ろ

う
か

。

竹
と
ハ

ス

が

動

き
の

な

い

静
か

な
佇

ま
い

で

描
か

れ
る

の

に

対

し
、

夜

雨
の

名
残
の

風

に

そ
よ

ぐ

柳
の

枝
を

加

え

る

こ

と

に

よ

り
、

空
間

は
一

層
の

静
寂
に

包
ま
れ

る
。

銭
仲

聯
氏
が

こ

の

八

句
を

引
い

て

「

清
秀

瀏
亮
」

と

評
し

て

い

る

通

り

ー

夏
の

暑
さ
を

忘
れ

さ
せ

て

く

れ
る

よ

う

な

清

涼
感
が

と

て

も

魅
力

的
な

表

現
だ

と

思
う

。

羅

山
峙
其

西

豊

湖

繞
其
左

関
門

不
見

山

鑿

穴
畳

石

作

其
二

で

は

視
点
を

湖
畔
に

置
き
、

焦

点

景

物
の

細
部
に

注

視
す
る

。

雨

に

洗
わ

湖

面
に

す
っ

く

と

立
っ

て

葉
に．
露
を
の

湖

を
囲

ん

で

水

面
に

枝
を
垂

れ
風

の

吹

　
い

ず
れ

も
清
ら

か

な

イ

メ

ー

ジ

を

持

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
そ

の

　
　

　

　
　

　

　

　
し

か

し

確
か

な

存

　
　
ハ

ス

の

葉
が

「

露

唾
」

を

湛
え

て

　

　

　
　

　

　
　
そ
ば

だ

羅

山

　
其
の

西

に

峙

ち

豊
湖

　
其
の

左

に

繞
る

　

　
と

門
を

関
ち

れ
ば

山
を

見
ず

　

　
う
が

　

　

　
　

　

　
か

さ

穴

を

鑿

ち
石

を

畳

ね

て

作
ら
ん

こ

の

四

句
は

、

後
半
十

四

句
へ

の

ブ

リ
ッ

ジ
の

役
割
を

担
う

。

冒

頭
八

句
の

最
後
に

現
れ
た

家
は

、

羅
浮
山
を

西
に

豊
湖
を

東
に

し

て

建
っ

て

い

る
の

だ

が
、

門
を

閉
じ

て

し

ま

う
と

山
が

見

え

な
く

な
っ

て

し

ま

う
の

で
、

庭
に

石

を
重
ね
穴

を

穿
っ

て

仮
の

山
を

作

ろ

う
、

と

い

う
。

実

際
に

は

黄
遵
憲
の

豊

湖
滞

在
が

そ

れ
ほ

ど

長

期
に

わ

た
っ

た

と

は

思
え

な
い

の

で
、

こ

れ
は

其
一

に

あ
っ

た
「

要

留
｝

片

地

　
自
謀
老

来
私
」

と
い

う

願
い

を

承
け
、

将
来

も

し

実

現
さ
れ

た

な
ら

ば
、

と
想

像
の

世
界
を

描
く
の

だ
ろ

う
。

前
檐

響

擺

種

後
屋
旋

水
磨

扶

筑

朝
看
花

入

夜
不
一

坐

亭

午
垂

湘
簾

倦

便
枕

書
臥

偕
婦

説

家
常

呼
児

問
書

課

敲
門
剥

啄

声

時

有
老

農
過

君

看
此

屋

中

非

他
正

是
我

行

移
家
具

来

坐
待

鄰
里

賀

　
　

　

は
　

あ

前
檐
に

擺

椏
　
響
き

後
屋

に

水

磨

　
旋
る

き
と

う

　
　
つ

ゑ

つ

笠

を

扶

き
て

朝
に

花

を
看

夜
に

入

る

も
「

た

び

も

坐

せ

ず

亭

午

　
湘

簾

　
垂

れ

倦
め

ば

便
ち

書
を

枕
し

て

臥
す

　
　
とぜ
セ

婦
と

偕
に

家
常
を

説
き

児
を

呼
び

て

書
課
を

問
ふ

門
を

敲
く

　
剥
啄
の

声

　
　

　

　
　
よ

時
に

老

農
の

過
ぎ
る

有
り

燐

此
の

屋

沖
迦
看
よ

他
に

非

ず

　
正

に

是
れ

我
な

り

行
く

ゆ
く

家
具
を

移
し

来
た
っ

て

坐
し

て

鄰
里
の

賀
す
る

を

待
た

ん

其
二

の

残
り

十
四
句
で

は
、

想

像
の

世
界
が

具

体
化
さ

れ
、

さ

ら

に

鮮
明
な

像
を

結
ぶ

。

黄
遵
憲
は

そ
れ

を
俗

世

間
の

喧

噪
か

ら

隔

絶
し

ゆ
っ

た
り

と

し

た

時
問
が

流
れ
る

農
村
の

生

活
と

し

て

描
き

出
す

。

「

稷

椏
」

は

稲
の

名
と

も
、

稲
が

揺
ら

ぐ

様
と

も
い

う
。

「

水

磨
」

は

水

車
を

利
用
し

た

臼
。
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家
の

前
か

ら

は

風
に

そ

よ

ぐ

稲
の

音
が

聞
こ

え
、

後
か

ら
は

水

車
が

臼
を

回

す
音
が

聞
こ

え

て

来
る

。

竹
の

杖
を
手

に

朝
か

ら

花

を

見

て

歩

き
、

夜
に

な
っ

て

も
一

度
も
座

ら
な
い

ま

ま
。

暑
い

日

の

昼

時
は

竹
の

カ

…

テ

ン

を

下

ろ

し
、

疲
れ
た

な
ら

本
を

枕
に

し

て

横
に

な

る
。

妻
と

日

々

の

生

活
に
つ

い

て

語
り

合
い

、

子

を

呼

ん

で

は

勉
強
の

様
子
を

尋
ね

る
。

コ

ツ

コ

ツ

と

門
を

た

た

く

音
が

聞
こ

え

て

来
た

が
、

そ

れ
は

老
い

た

農

夫
が

私
を
訪

ね
て

く
れ
た

の

で

あ
っ

た
。

さ
あ

、

家
の

中
を

見
て

み

て

下
さ
い

。

こ

の

家
の

主
人

は

余
人
で

は

な
く

私
な

の

で

す
。

そ

の

内

に

家
財
道

具
を

移

し
、

近

所
の

人

た

ち
が

お
祝
い

を
述
べ

に

来
て

く
れ

る
相

手
を
し

た

い

も
の

だ
。

　

黄
遵
憲
が

描
き

出
し

た

平
穏
な

農
村
生

活
は

、

終

わ
り

近
く
に

「

行

移

家
具
来
」

と

あ

る
よ

う
に

、

今
の

時
点
で

は

現
実
と

し

て

そ

う
で

は

な
い

け
れ

ど

も
「

ゆ
く

ゆ
く
は
」

そ

う
あ

り

た
い

と
い

う

将
来
の

願
望

を

視
覚

化
し

た

だ

け
の

表

現
で

あ
る

に

も

関
わ

ら

ず
、

田

園
で

の

知

識
人

の

生

活
を

描
い

て

非

常
に

リ
ア

ル

で

あ

る
。

詩
の

前
半
に
「

中
有
屋

数

椽
　
周

遭
不

為
大
」

と

描
か

れ
て

い

た
、

豊
湖
の

傍
ら

に

建
つ

小

さ

な

家
を

見
て

、

そ
こ

か

ら
イ

メ

ー

ジ

を

膨
ら
ま

せ

て

い

っ

た
の

だ

ろ

う
が

、

陶
淵

明
を
は

じ

め

と

す
る

古

入
の

田

園
生

活

を
題

材
と

し

た

作
を
よ

く

踏
ま
え

見

事
に

消

化
し

た

描
写

だ
と

も

思
わ

れ
る

。

或
い

は

故
郷
で

の

生

活
を

下

敷
き
に

し

た
の

か

も
し

れ
な
い

。

　

以

上

に

「

遊

豊
湖
」

の

其
…
、

其
二

を

読
ん

で

み

た
。

こ

の

二

首
は

そ

れ
ぞ

れ

を
一

首

ず
つ

独
立
し

て

完

結
し

た

作
品
と

し

て

鑑

賞
す
る

こ

と

も

可
能

な
の

だ

が
、

内
容

的
に

は
明

ら

か

な

連

続
性

を
持
つ

。

其
一

の

後

半
で

は

隠
棲
へ

の

憧
れ

と

現
時
点
で

は

そ
れ

が

不

可
能
で

あ

る

こ

と

が

語

ら

れ
、

其
二

の

後

半
で

は

仙
人

に

な

る
こ

と

も

で

き
ず
、

現

時
点
で

の

隠
棲
が

無
理

で

あ

る

な
ら

ば
、

せ

め

て

い

つ

か

は

俗
世

間
の

煩
わ

し

さ
か

ら

離
れ
、

桃

源
郷

を
思

わ

せ

る

よ

う

な

農
村
で

閉

門
読
書
の

生

活
を

送
り

た

い

と

い

う
、

将
来

の

願

望
が

詠
わ
れ

る
。

い

ず
れ
の

詩
も

前

半
に

豊

湖
の

美
し

い

自

然
が

描

写
さ

れ
る

が
、

其
一

に

は

煙

霧
の

た

め

に

く
っ

き
り

と

し

た

輪

郭
を
持
た

な
い

曖

昧
模
糊
と

し

た

遠
景
を

置

き
、

其
二

に

は

竹
・

ハ

ス

・

柳
が

す
っ

く

と

立
っ

た
形

、

風
に

そ

よ

ぐ

動
き
、

「

緑
」

「

碧
」

と
い

う

色

彩
で

も
っ

て

繊
細
に

描
写

さ
れ

た

近

景
を

配
し

て

い

る
。

其
一

、

其
二

を
一

首

ず
つ

個
別
に

読
ん

だ

場

合、

こ

れ

ら

の

自

然
描

写
は
、

詩
の

後
半
に

呈
示

さ

れ
る

詩
人

の

情
を

触
発

し

た

主

体
の

よ

う
に

見

え
る

。

二

首
を
ひ

と

ま

と

め

に

し

て

読
み

、

そ

れ

ぞ
れ
が

呈

示

す
る

詩
人
の

情
に

、

内

容
の

関
連
性
、

連
続

性
を
認
め

る

こ

と
が

で

き
た

揚
合
、

詩
の

前

半
の

自

然
描
写

は
、

後
半
の

情
を

導
く
た

め

に
、

実
際
の

光

景
か

ら

選
択

的
意
図

的
に

再

構
成
さ

れ
た

も
の

の

よ

う

に

見

え

る
。

黄
遵
憲

が

景
を

情

に

重
ね

合
わ
せ

よ
う

と
し

た

に
し

て

も
、

情
を

景
に

重

ね

合
わ

せ

よ

う

と
し

た
に

し

て

も
、

詩
人
の

意
図
が
ど

の

程

度
成
功

を

収
め

た

か

は

別
と
し

て
、

結

果
と

し
て

景
と

情
と

の
一

致
を

見
る

こ

と

が

で

き
、

張
堂

鋳
氏
の

「

寓
情
於

景
、

景

中
有
情
」

と
い

う

評
を

裏
付
け
る

。

　

読
者
は

「

遊

豊
湖
」

三

首

を
一

連
の

作
品

と

し

て

全

体
を
通

し

て

鑑

賞
し

て

も

よ
い

し
、

 

首
｝

首
を

個
別

に

読

み

味
わ
っ

て

も

よ
い

し
、

一

首
の
一

部
分
だ

け
を

取
り

出
し

て

愛

誦
し

て

も
か

ま

361

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

わ

な
い

。

ま

た
、

「

遊

豊
湖
」

其
一

、

其

二

の

自
然

描
写

は

確
か

に

美
し

く
、

銭

仲

聯
氏
が
、

「

余

尤

毒
其

『

遊
豊

湖
』

之

第
一

首
、

閑

適
之

味
、

令

人
塵

慮
頓

釈
。

（

余

　
尤

も
其
の

『

遊

豊
湖
』

の

第
一

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
に

は

　
　

　
　
　
と

首
を

喜
ぶ

、

閑
適
の

味
、

人
の

塵
慮
を

し

て

頓
か

に

釈
か

し

む
。

）

」

と

評
す
る
の

も

ま
た

当

然
で

あ

る
。

た

だ
、

黄
遵

憲
の

作
詩

意
図

が

ど

こ

に

あ
っ

た

か

に

関
し

て

は
、

も

う
少
し

考
え

て

み

る

必

要

が

あ

る

だ
ろ

う
。

　
「

遊
豊

湖
」

其
二

に

見
え

る

「

羅
山
」

は

羅
浮

山
の

こ

と
で

あ

る
。

南
宋
・

楊
万

里

（

一

｝

二

七

〜
一

二

〇

六
〉

の

「

恵

州
豊

湖

亦

名
西

湖
」

二

首
其
二

に
、

三

処
西

湖
一

色

秋

銭

塘
頴
水

更

羅
浮

東

坡
原

是
鹵

湖
長

不
到

羅
浮

便

得
休

三

処

の

西

湖

　
 

色
の

秋

銭
塘
　
潁
水

　
更

に

羅

浮

　

　

　
も
　
　
　
　

　
　
　
　

せ

い

　
こ

東
坡
は

原
と

是
れ

鹵
湖
の

長

羅
浮
に

到
ら

ざ
れ

ば
便

ち
休
む

を

得
ん

　

や

と
あ

る
。

「

鹵
」

は

西

の

古
字

。

杭
潁
二

州

そ
れ

ぞ

れ
の

西

湖
に

恵

州
の

西

湖
が

加

わ
っ

て

「

三

処

西

湖
」

と
い

う
こ

と

に

な

る
。

蘇

軾
は

も
と

も
と

杭
州
と

潁
州

の

「

西

湖
長
」

で

あ
っ

た

が
、

羅
浮

山
の

あ
る

西

湖
、

即
ち

豊

湖
に

や
っ

て

来
な
か

っ

た

な
ら

ば
、

本

当
の

意
味
で

の

「

西

湖
長
」

に

は

な

り

得
な
か
っ

た

だ

ろ

う
、

と

詠
う
の

で

あ

る
。

こ

の

楊
万

里

の

詩
か

ら

も
分
か

る
よ

う
に

、

豊

湖
は

し

ば
し

ば

羅
浮

山
と

と

も
に

描
か

れ

る
。

　

『

晋
書
』

葛

洪
伝
に
、

「

洪
乃

止

羅
浮
山

煉
丹

。

（

洪

　
乃

ち
羅

浮

山
に

止

ま

り

て

丹
を

煉
る

。

）
」

と

あ
る

。

以

来、

羅
浮
山

は

道

術
と

結
び

付
け
ら

れ
る

よ

う
に

な
っ

た
。

蘇
軾
も

「

游

羅
浮

山
一

首
、

示
児
子

過
」

に
「

東

坡
之

師

抱
朴
老

　
真

契
久
巳

交
前
生
（

東

坡
の

師

　
抱
朴
老

　
真
契

　
久
し

く

已

に

前
生
に

交
は

る
）

」

と

抱

朴

子、

即
ち

葛

洪
に

言
及

し

て

い

る

が
、

恵
州

期
の

蘇

軾
は

し

ば

し

ば

自

身
で

煉

丹
を

試

み

て

お

り
、

「

贈
陳
守
道
」

や
「

弁
道
歌
」

な
ど

の

よ

う
な

専
ら

道
術

煉
丹
を

主

題

と

す
る

詩

を

作
る

ほ

ど

の

入

れ
込

み
よ

う

で

あ
っ

た
。

そ

こ

で
、

楊
万

里
は
「

正

月

十
二

日
、

遊

東
坡
白

鶴
峯

故
居
、

其
北
思

無
邪

斎
真

蹟
猶
存
（

正

月

十
二

日
、

東

坡
の

白

鶴
峯
の

故
居
に

遊
ぶ

、

其
の

北

　
思

無
邪

斎
の

真

蹟

猶
ほ

存

す
）

」

と
い

う

詩
で

、

羅
浮

山
色
濃

淒
黛

豊

湖
水

光
先

得
秋

東
坡
日

与
羣

仙
遊

朝
発

崑
閲
夕

不
周

羅
浮
　

山
色
　

濃
黛

　
濃
く

豊
湖

　
水
光

　
先
づ

秋
な
る

を
得
た

り

東
坡

　
日
び

羣

仙
と

遊
び

　

　

　
こ

ん

ら
う

朝
に

は

崑

闃
を

発
し

て

　
夕
べ

に

は

　

不

周

と

詠
っ

た
の

で

あ

る
。

　

黄
遵
憲
は

青
々

と

広

が

る

豊
湖
の

姿
を

目
の

当
た

り

に

し

て
、
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「

遊
豊

湖
」

を

例
え
ば

其
一

で

あ

れ
ば

冒
頭
の

十
二

句
で

、

其
二

で

あ

れ
ば
八

句
で

作
品
を

終
わ

ら
せ

て

し

ま

う
こ

と

を

考
え
な
か

つ

た

の

だ

ろ

う
か

。

詩
型
の

問
題
は

と

も
か

く

と
し

て
、

そ

れ
で

も

詩

と

し

て

成
立

す
る
の

で

は

な
い

か

と

思

う
の

だ
が

。

も
し

黄

遵
憲
が

そ
こ

で

筆
を
止

め

る

よ

う

な
詩

人
で

あ
っ

た

な

ら
ば

、

『

人

境

廬
詩

草
』

『

人

境
廬

集
外

詩
輯
』

に

は

自

然
描
写

を

含
む

詩
を

も

っ

と

多
く
収

め

て

い

た

だ

ろ

う
。

し

か

し
、

い

ず
れ

に

し

て

も

彼

は

饒

舌
な
詩

人
で

あ
っ

た
。

黄
遵
憲
と

い

う
詩
人

は
、

自

分
が

目

に

し

た

美
し

い

光
景
を

、

そ

れ

以

上

削

ぎ

落
と

す
が

許
さ
れ

な
い

ほ

ど
の

短
い

言

葉
に

よ
っ

て

定

着
さ
せ

る

こ

と

に
、

詩
を

作
る
こ

と

の

楽
し

さ

を

見
出

す
こ

と

が

で

き
な

か

っ

た
。

或
い

は

敢
え
て

見
出

そ
う
と

は

し

な
か
っ

た
。

こ

の

「

遊

豊
湖
」

で

も
、

湖
の

清

浄
な

様
を

背
景
と

し

て
、

そ
こ

に

何
か

し

ら

の

物
語
を
展

開
さ
せ

る
。

物

語
の

主

人

公

は
、

こ

の

作
品

の

場
合
、

詩
人
自
身
で

あ

る
。

し

か

し
、

自
分

自
身
を

も

客
観

視
し
、

物

語
中
の

人
物
で

あ
る
が

如
く

に

振

る
舞
わ

せ

て

い

る

よ

う
に

感
じ

ら

れ
る

。

　

楊
万

里

も
そ

う
で

あ
っ

た

よ

う
に
、

豊

湖
に

遊
ん

だ
時

、

黄
遵

憲
も

そ
こ

が

蘇

軾
曾

遊
の

地

で

あ

る

こ

と

を
強

く
意
識
し

な
い

わ

け
に

い

か

な
か
っ

た
だ

ろ

う
し
、

「

遊
豊

湖
」

を

作
る

時

に

も

恵
州

期
の

蘇

軾
の

作
品
群
を

念

頭
に

置
い

て

い

た

だ
ろ

う
こ

と

は

ほ

ぼ

間
違
い

な

い
。

そ
の

た
め

、

「

遊
豊

湖
」

其
一

、

其
二

で

表
現

さ
れ

て
い

る

物
語
の

主

人

公

は
、

蘇
軾
以

来

多
く
の

先
行
作
品
が

作
り

上
げ

て

き
た

、

仙
人

や

隠
棲
へ

の

憧

れ
と

い

う

イ

メ

ー
ジ

に

沿
う

も
の

に

な
っ

た

の

で

あ

る
。

そ

こ

に
、

其
一

、

其
二

で

蘇
軾

以
来

の

伝
統
を

襲
い

「

閑

適
之

味
」

を

醸
し

出

す
こ

と

に

よ
っ

て
、

其

三

で

述
べ

ら

れ
る

内

容
を
よ

り
一

層
際
立
た

せ

る

こ

と

が

で

き

る

と

い

う

構
想
が

あ
っ

た

か

ら

で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

逆
に

言
え

ば
、

主

人

公

の

真
の

面
目

は
、

「

遊
豊

湖
」

其
三

に

こ

そ

刻
み

込

ま

れ
て

い

る

と

見

て

よ

い

だ

ろ
う

。

　
こ

の

よ

う

な
視
点
か

ら
「

遊
豊

湖
」

三

首
を

読
ん

で

み

る

と
、

其
一

に

あ
っ

た
「

豈

能
免

人
羈
」

と
い

う
詩

句
が

、

其
…

が
一

篇

を
通

し

て

桃

源

郷
を
彷

彿
と

さ
せ

る

豊

湖
の

眺
め

と

隠
棲
へ

の

撞

れ

を

詠
っ

て

い

る

の

に

対
し

、

や
や

異
質
で

あ

る

よ

う
に

感
じ

ら

れ
る

。

既
に

述
べ

た

よ

う
に

、

「

遊
豊

湖
」

其

二

は

其
一

の

「

要

留

一

片

地

　
自
謀
老

来
私
」

と
い

う
詩

句
を

承
け
る

形
で

展

開
さ

れ

て

い

た
。

其
三

も

「

豈

能
免
人

羈
」

の

句
を

承
け

る

形
で

展
開
す

る

よ

う
に

見
え
る

。

し

か

し
、

詩
人
の

構

想
で

は
、

其
一

の

「

豈

能
免

人
羈
」

と

い

う
句
は

、

其
三

を

導
き

出
す
た

め
の

伏
線
と

し

て

機
能
さ

せ

た

か
っ

た

は

ず
で

あ
る

。

四

　
「

遊
豊

湖
」

其
三

は

二

八

句
か

ら

な
る

が
、

其
一

、

其
二

の

よ

う
な

自

然
描
写

を
含
ん

で

お
ら

ず
、

全
篇
が

物
語
の

主
人

公

の

口

を

通
し

て

詩

人
の

思
い

を
述
べ

る

の

に

当
て

ら
れ

て

い

る
。

そ
の

た

め

か
、

銭
仲
聯
氏

に

も

張

堂

鋳
氏
に

も
ま
っ

た

く

言
及
が

な
く
、

李
小

松
氏

選
注
『

黄

遵
憲
詩
選
』

（

三

聯
書
店

香
港
分

店

　
→

九

八

七
）

も

其
一

、

其
二

を

収
録

す
る

だ

け
で
、

其
三

は

選
か

ら

漏
れ

て

い

る
。

二

八

句
の

詩
は

以

下
の

よ

う
な

構
成
に

な
っ

て

い

る
。
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斜

陽
照
空

林

徘

徊
未
忍

去

多
恋
究

多
累

　
　

　

　

　

掉

頭
未
可

住

斜
陽

　
空
林

を
照
ら

し

徘

徊
し

て

未
だ

去

る

に
忍

び

ず

　
　

　
つ

ひ

多

恋
　
究
に

多
累

　
　
ふ
　

　
　

　
　

　
　

　
　
と

ど

頭
を

掉
っ

て

未
だ

住
む
べ

か

ら

ず

其
二

で

は

早

朝
の

豊

湖
の

景
を

描
き

、

の

ど

か

な
田

園
生

活
を

想

像
し

て
い

た
が

、

こ

こ

で

は
→

転
し

て
、

い

つ

の

間
に

か

目

が

西

に

傾
き
、

豊

湖
に

別

れ
を

告
げ

な
け

れ
ば
な
ら

な
い

頃
お
い

に

場

面

を

移
す

。

後
ろ

髪
引
か

れ

る

思
い

で

辺

り

を

徘
徊

す
る

が
、

い

つ

ま

で

も
留
ま
っ

て

い

る
こ

と

も
で

き
な

い
。

「

多
恋

究
多

累
」

、

豊

湖
に

心

惹
か

れ
れ
ば

惹
か

れ
る

ほ

ど

俗
世
の

煩
わ
し

さ
が
い

や

増

す
。

「

多
累
」

は

岱

康
の

「

琴

賦
」

（

『

文

選
』

巻

十
八
）

に

「

悟

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
まノ
ら

時

俗
之

多
累

、

仰
箕

山
之

余
輝

。

（

時
俗
の

累

ひ

多
き
を

悟
り

、

箕
山
の

余

輝
を

仰
ぐ

。

）

」

と

見
え

る

語
だ

が
、

こ

こ

で

は

其
一

の

「

人

羈
」

の

語
と

響
き

合
っ

て

い

る
よ

う
に

思

う
。

第
四

句
は

杜

甫
の

「

送
孔

巣
父

謝
病

帰
遊

江
東
、

兼
呈

李
白
（

孔
巣
父

が

病
と

謝
し

て

帰
り

江
東
に

遊
ぶ

を
送

り
、

兼
ね

て

李
白
に

呈
す
）
」

に
「

巣

父

掉

頭
不

肯
住

　
東
将
入

海
随

煙

霧
（

巣
父

　
頭
を

掉
っ

て

肯
て

住
ま

ら

ず

東
の

か

た

将
に

海
に

入

り

て

煙
霧
に

随
は

ん

と

す
ご

と
あ

る
の

を
用

い
、

首
を

振
り

ふ

り

豊

湖
に

背
を

向
け
て

立

ち
去

ろ

う
と
し

て

い

る

主

人
公
の

姿
を
描
く

。

我

生
二

十

年

初

受
塵

垢

汚

家
計

竭
中

乾

我

　
生

ま
れ

て

二

十

年

初
め

て

塵
垢

の

汚
れ
を

受
く

　

　
　
っ

　
　

　

　
　
　
　
　
　

　

む

な

家
計

　
竭
き

て

　

中
は

乾
し

く

俗

状
作
先

駆

飛

烏
求
枝

棲

三

匝
方

繞

樹

大

海

泛
浮

萍

帰
根
定

何
処

渺
茫

発
大

願

天

意

肯
軽

付

　

　
　

　

　

　
な

俗

状

　
先

駆

を

作
す

飛

鳥

　
枝

棲
を

求

め

　
さ

ふ

　
　
ま

さ

　
　
　
　
　

　
め

ぐ

三

匝

方
に

樹
を

繞
る

　

　
　

　

　

　
ラ
か

大

海
に

浮

萍

　
泛

び

帰

根

　
何
れ

の

処

に

か

定
ま

ら

ん

渺
茫
と

し

て

大
願

を
発

し

天

意

　
肯
て

軽
付

せ

ら

る

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

つ

よ

「

中

乾
」

、

『

春
秋
左

氏

伝
』

僖
公
十
五

年
に
「

外
彊

中
乾

。

（

外

は

彊

　

　
　

　
む

な

き
も

中
は

乾
し

」

と

見
え
、

杜
預
注

に
「

乾、

虚
也

。

」

と

あ

る

の

に

拠
る

。

「

枝

棲
」

、

『

荘
子
』

逍

遥
遊
に

「

鷦

鷯
巣
於
深

林
、

不

過

　

　
　

せ

う

れ

う

一

枝
。

（

鷦
鷯
は

深
林
に

巣
く

ふ

も
、

一

枝
に

過
ぎ

ず
。

）

」

と

あ

る

こ

と

か

ら
、

身
を

託
す
に

足

る

所
を
い

う
。

「

三

匝
方

繞
樹
」

、

曹

操
の

「

短

歌

行
」

に

「

繞

樹
三

匝

　
何

枝
可

依
（

樹

を
繞
る

こ

と
゜

三

匝

　
何
れ
の

枝
に

か

依
る
べ

き
）
」

と
あ

る
の

に

拠
る

。

　

当

時
、

黄

遵
憲
の

心

境
は

複
雑
で

あ
っ

た
。

彼
の

家
は

元

来
か

な
り

裕

福
だ
っ

た

の

だ

が
、

戦
乱
に

巻

き
込

ま

れ
貧

窮
に

喘
ぐ
よ

う
に

な
り
、

生

活
の

た

め

に

心

な
ら

ず
も

俗
人

の

よ

う
な

行

状
を

優

先
さ
せ

な
け

れ
ば
な
ら

な
く

な
っ

た
。

こ

こ

で

い

う
「

俗

状
」

は
、

其
一

の

「

人
生

為

何
事

　
畢
世

狂
奔

馳

　
黄
塵
没

馬
頭

　
労

労
不

知

疲
」

の

四

句

で

表
わ

さ

れ

て

い

た

そ

れ

で

あ
る

。

そ
こ

で
、

職
を

得
る

た

め

に

も
こ

の

年
の

春
に

は

院
試
に

応
じ

州
学
に

入
っ

て

い

る
。

『

人

境
廬

詩
草
』

巻
冖

に

収
め

る

「

感

懐
」

「

雑
感
」

と

い

っ

た

作
品

か

ら
は
、

彼
が

科

挙
制
度
に

対

し

て

批
判
的
で

あ
っ

た

こ

と

は

容

易
に

見
て

取
れ

る
。

に

も

関
わ
ら

ず
、

経
済
的
な

理
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由
の

た

め

に

自

身
が

科
挙
に

応
じ

な

け

れ
ば
な

ら

な

い

ジ

レ

ン

マ

が
、

「

初

受
塵

垢
汚
」

と
い

う
句
の

背
後
に

透
け
て

見

え

る

よ

う

で

あ
る

。

だ

か

ら
、

飛
ぶ

鳥
が

木
々

を

め

ぐ
っ

て

身
を

託
す
に

足

る

場

所
を

求
め

る

よ

う
に

、

浮
き

草
が

大

海
を

漂
っ

て

落
ち

着
き
先

を

探
す
よ

う
に

、

自

分
が

豊

湖
に

居
を

定
め

隠

棲
し

て

し

ま

わ
な

い

の

は
、

生

活
の

た

め

な
ど

で

は

な

く
、

大

願
を

発

し

た

た

め

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

く

の

だ

と

言

う
。

「

大

願
」

は
、

衆
生

を

済
う

と
い

う
極
め

て

大
き

な

願
い

の

こ

と

だ
ろ

う
。

天
の

意
志
が

軽
々

に

も

自
分
な
ど
の

よ

う

な

者
に

付

託
さ

れ
た

か

ら
で

あ

る
。

自
分
の

科

挙
受
験
を

経
済
的

な
理

由
か

ら

だ

け
で

は

な
い
、

大

願

成
就
の

た

め

で

も
あ

る

の

だ

と

表

現
し

て

い

る
と

こ

ろ

に
、

彼
の

矜
恃
の

高
さ

ば

か

り

で

な
く

ジ

レ

ン

マ

を

超

克
す

る
た
め

の

懊
悩
の

深
さ
と

を

窺
い

知

る

こ

と

が
で

き
る

だ

ろ

う
。

「

豈

能
免
人

羈
」

の

理

由
は

こ

の

よ

う
に

重
層

的
に

説
明
さ

れ
る

。

科
挙
に

批

判
的
な

考
え

を

持
っ

て

い

な

が

ら

生

活
の

た

め

に

科
挙
に

応
じ

な

け

れ
ば
な

ら

な

い

と

い

う
ジ
レ

ン

マ
、

天

意
の

付

託
を

受
け

衆
生

を

済
い

た

い

と

い

う
志
と

自
負
、

世
の

し

が

ら

み

を
投

げ
捨
て

て

豊

湖
に

隠

棲
し

て

し

ま

い

た

い

と

い

う

願
望

、

そ
の

い

ず
れ
も

が

真

実
で

あ
つ

て
、

彼

の

心
の

中
で

鬩
ぎ

合
い

を

続
け
て

い

た
の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

。

た

だ
、

「

感

懐
」

「

雑

感
」

な

ど
か

ら

窺
わ
れ

る

彼
の

口

頃
か

ら

の

抱
負
か

ら

す
る

と
、

隠
棲
へ

の

願
望
が

こ

の

時
点
で

そ

れ
ほ

ど

深

刻
な
も
の

で

あ

っ

た

と

は

考
え
な

い

方
が

い

い

だ
ろ

う
。

況

今
千
里

来

担

豊
期
一

遇

況
ん

や

今

　
千
里
よ

り

来
た

り

と

う

　

　
に

な

籃
を
担
ひ

て
一

遇
を

期
す

行

鎖
矮
屋

中

蒸

甑
熱
毒

注

密
如

営
篥

蜂

困

似

涸
轍

鮒

走

雷
転
腸

鳴

渇
水
乞
洙

陶

誰
能
出

塵

世

一

脱

束
縛
苦

　

　

　

　
あ

い

お
く

　

　

　

　

　

と
ざ

行
く

ゆ

く

矮

屋
の

中
に

鎖
さ
れ

蒸

　
甑

　
熱

毒

　
注
が

る

　

　

　

　

　

　
え

い

く
わ

密
な

る
こ

と

　
営

篥
の

蜂
の

如

く

困

し

き
こ

と

　
涸

轍
の

鮒
に

似
る

走

雷

　
転
腸

　
鳴
り

水
に

渇

き

て

沫
陶

を
乞
ふ

誰
か

能
く

塵

世
を

出
で

て

】

た

び

束

縛
の

苦

し

み

を
脱
せ

ん

や

「

担
籃
」

、

『

史
記
』

平

原
君
虞
卿

列

伝
に

「

躡
踏
檐
餮
、

説
趙

孝

　

　

　
き
ゃ

く
　

　

ふ

成
王

。

（

矯

を

躡
み

籃
を

檐
ひ

、

趙
の

孝
成

王

に

説
く

。

）

」

と

見

え

る
。

仕
官
を

求
め

て

旅

を

す

る

こ

と

を
言

う
。

「

蒸
甑
」

、

韓
愈

の

「

鄭

羣
贈
簟
」

詩
に

「

自

従
五

月

困

暑
湿

　
如

坐

深

甑

遭
蒸
炊

　

　

　
よ

（

五

月

自

従

り

暑
湿

に

困
し

み

　
深

甑
に

坐

し

て

蒸
炊

に

遭
ふ

が

如
し

）

」

と

見
え
、

耐
え

難
い

暑
さ
を
い

う
。

「

涸
轍
鮒
」

、

「

轍
鮒

の

急
」

で

知
ら

れ
る

『

荘
子
』

外
物
の

故

事
を
用

い

る
。

「

走

雷
転

腸

鳴
」

、

蘇

軾
の

「

次
韻
孔

毅
父

久

旱
已

而

甚

雨
三

首
（

孔
毅

父

の

久

旱

　
已

み

て

甚
し

く

雨
ふ

る

に

次

韻
す
、

三

首
」

其
三

に
、

「

夜

来

饑
腸
如

転
雷
　
旅
愁

非
酒
不

可

開

（

夜
来

　

饑

腸

　
転

腸
の

如

く

　
旅
愁
は

酒
に

非
ざ
れ

ば
開

く
べ

か

ら
ず

ご

と

あ
る
の

に

拠

り
、

ひ

ど
い

空

腹
の

様
を

い

う
。

「

沫

吻
」

、
『

荘
子
』

大

宗
師
に
「

泉

涸
、

魚
相
与

処
於

陸
、

相
陶
以

湿
、

相

濡
以

沫
、

不

如
相

忘
於
江

湖
。

（

泉
　
涸
れ

て
、

魚
　
相
与
に

陸
に

処

れ
ば
、

相
陶

す
る

に

湿

を

以
て

し
、

相
濡

す
る

に

沫
を

以
て

す

る

も
、

江

湖
に

相
忘

る

る

に

如
か

ず
。

）
」

と

見
え

る
。
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ま

し

て

や
、

今
、

千

里
の

遠
き

か

ら

や
っ

て

来
た

の

は
、

官
を

求
め

千
載
一

遇
の

チ

ャ

ン

ス

を
期

待
し

て

の

こ

と

だ
。

こ

こ

で

黄

遵
憲
は

現

実
に

引
き

戻
さ
れ

る
。

彼
が

豊

湖
に

遊
ぶ

機
会
を

得
た

の

は
、

最

初
に

触

れ
た

よ

う
に

、

広

州
で

郷
試
に

応
じ

る

た

め

で

あ
っ

た
。

豊
湖
は

彼
の

故

郷
で

あ

る

嘉
応

州

か

ら

広
州

に

向

か

う

途
中
に

あ

る
。

「

行
鎖

矮
屋

中
」

か

ら
六

句
は

、

郷
試
の

受
験

場
を
、

恐
ら

く
は

伝
聞
で

描
写

す
る

。

狭
い

部
屋

に

閉
じ

込

め

ら
れ
、

こ

し

き

で

蒸

さ
れ
た

よ

う

な

熱
毒
を

注
が

れ

る
。

巣
を

作
る

蟻
の

よ

う
に

び
つ

し

り

と

詰
め

込

ま

れ
、

わ
だ

ち
の

水

溜
ま
り

に

取
り

残

さ
れ

た

フ

ナ

の

よ

う
に

疲
れ

果
て

る
。

空

腹
の

た

め

に

腹
が
ゴ

ロ

ゴ

ロ

と

雷
の

よ

う
に

鳴
り

、

喉
が

渇
い

て

湿
っ

た

息

や
唾
を

も
と

め

る
。

「

乞

洙
絢
」

は

『

荘

子
』

の

故
事
か

ら
、

受

験
場
で

炎

暑
に

耐
え

、

飢
え

や

渇
き
に

悩
ま

せ

ら

れ
る

姿
が

「

江
湖
に

相

忘
る

」

と

い

う
境

地
か

ら

は

程
遠
い

こ

と

を
訴

え

る
の

か

も
し

れ

な

い
。

こ

れ

か

ら

赴
こ

う
と

し

て

い

る

受
験
場
の

こ

と

を
思

う
だ
け

で

も

気
が

重
く

な
る

。

涼
や
か

な
豊

湖
の

景
色
と

引
き
比
べ

て

み

る

と
、

黄

遵
憲
な

ら
ず
と

も

愚
痴
の

ひ

と

つ

も
こ

ぼ

し

た

く

な
る

。

詩
人

の

長
い

溜
め

息
が

聞
こ

え
て

き
そ

う
な

表
現
で

あ
る
。

　

し

か

し
、

そ
の

よ

う
な

不
平

不

満
の

吐

露
は

「

い

っ

た
い

誰
に

塵
俗
の

世

を
逃
れ

、

一

度
で

も
そ

の

束

縛
か

ら

抜
け

出
す
こ

と

が

で

き
よ

う

か
。

」

と
い

う
二

句
で

、

や
や

唐
突
に

切
り

上

げ
ら

れ
る

。

切
り

上

げ
て

し

ま

わ
な

け
れ

ば
、

豊
湖
に

別
れ

を
告

げ
る
こ

と

が

で

き

な
い

。

こ

こ

で

も
世
の

束

縛
か

ら

抜
け
出

す
こ

と

が

今
の

こ

の

時

点
で

は

無
理

で

あ

る

と

い

う
モ

チ

ー
フ

が

繰
り

返

さ
れ

る
。

回
頭
望

此

湖

万

頃

迷

烟

霧

夢
魂
時
一

遊

且
記

湖

辺

路

頭
を

回

ら
せ

て

此
の

湖
を

望
め

ば

万

頃

　
烟

霧
に

迷
ふ

夢

魂

　
時
に
一

遊

す

且

く

湖
辺
の

路
に

記
さ
ん

い

よ

い

よ

豊

湖
を

後
に

す
る

場

面
で

作
品
は

終
わ
る

。

其
一

で
「

万

頃
青
琉

璃
」

と

描
か

れ
た

湖
が
、

今
は

煙
霧
の

中
に

溶
け
込

ん

で

し

ま
お

う
と

し

て

い

る
。

「

遊
豊
湖
」

三

首
が

其
一

か

ら

其
三
へ

と

到

着
か

ら

辞
去

に

至

る

ま

で

の

時
間
の

流
れ

に

沿
っ

て

構

成
さ
れ

て

い

る

こ

と

は

明

ら

か

な

の

だ

が
、

最
後
の

句
が

陶
淵
明
の

「

桃

花

源

記
」

に
「

既
出

得
其

船、

便
扶
向

路
、

処
処

誌
之

。

（

既
に

出

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
さ
き

　

　

　

　

　

そ

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
し

る

で

て

其

の

船

を

得、

便
ち

向
の

路
に

扶
ひ

、

処
々

に

之
れ

を
誌

す
。

）

」

と

あ

る
の

を

踏
ま
え

て

い

る

点
か

ら

す
る

と
、

黄
遵
憲

に

は
、

豊

湖
を

竹
と

ハ

ス

と

柳
に

守
ら
れ

た

桃

花
源
に

見
立

て
、

自

身
の

豊

湖
訪

問
を

桃
花

源
訪
問

に

な
ぞ

ら
え
よ

う
と

い

う

構
想
が

あ
っ

た

に

違
い

な
い

。

「

遊
豊

湖
」

三

首
は

、

自

分
自
身

を
主
人
公

と

す
る

桃
花

源
の

物
語

な

の

で

あ

る
。

　

武

陵
の

漁

師
に

は

桃
花

源
に

も
う
一

度
た

ど

り

着
く
こ

と

が

で

き

な
か
っ

た
。

黄

遵
憲
の

桃
花

源
物
語

の

主

人
公

は

ど

う
で

あ
ろ

う
か

。

「

且
く

湖
辺
の

路
に

記
さ
ん
」

、

も

う
一

度
豊
湖
に

や
っ

て

く

る
こ

と

を

期
し

て
、

取
り

敢
え

ず
路
に

印
を

付
け
て

お
こ

う
と

詠
っ

て

い

る

と

こ

ろ

か

ら

す
る

と
、

主

人
公

自

身
に

も
再
訪
が

か

な

う
か

ど

う
か

判

然
と
し

な
か
っ

た

の

だ

ろ

う
。

桃

花
源
に

見
立

て

ら
れ

た

豊

湖
に

も
う
二

度
と

戻
っ

て

く
る
こ

と
が

で

き
な
い

の

で

は

な
い

か
、

と

詠
っ

て
、

将

来
も
隠

棲
の

希

望
は

叶
え
ら

れ
な
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い

だ

ろ

う
と

い

う
の

で

あ

る
。

し

た
が
っ

て
、

こ

の

作
品
は

豊
湖

の

景
と

隠

棲
へ

の

願
望
と

い

う

情
が

詠
わ

れ
る

が
、

豊

湖
に

ま
つ

わ

る

隠
棲
の

イ

メ

ー

ジ

は

蘇
軾
や

楊
万

里

な
ど
の

先

行
作
品

を

踏

襲
し
、

物

語
の

主

要
な

枠

組
み

と

し

て

設
定
を

借
り

た

の

だ

と

考

え

て

よ
い

。

黄
遵
憲
の

創

意
は

桃

源
郷

の

見

立

て

に

あ
る

。

黄
遵

憲

が

心
の

底
か

ら

隠
棲
を

望
ん

で

い

た

こ

と

を

意
味

し

な
い

の

は

も
ち
ろ

ん

で

あ

る
。

何
も

か

も

を
放
り

出

し

て

豊
湖
で

心

静
か

な

生

活

を
送
っ

て

み

た

い

と

い

う
気
持
ち

も

あ

る

に

は

あ
つ

た

だ

ろ

う

が
、

彼
の

本
心

は

む
し

ろ
「

豈

能

免
人

羈
」

「

誰
能

出
塵

世

　
一

脱

束
縛

苦
」

と
い

っ

た

詩
句
に

表
わ

れ
て

い

る
。

つ

ま
り

、

「

遊

豊

湖
」

三

首
に

描
か

れ

て

い

る
情
は

半
ば
虚

構
な

の

で

あ
っ

て
、

景

は

半
ば
虚

構
で

あ

る

情
に
一

致
す

る

よ

う
詩

人
の

筆
に

よ
っ

て

再

構
成
さ

れ
た

も
の

だ
と

言

え

る

だ

ろ

う
。

お

わ
り

に

　

黒
川

洋
一

氏

が
「

唐
詩
に

お

け
る

景
情
一

致
に

つ

い

て

の

考

察
」

（

大

阪
大

学

教
養

部
研
究

集

録
二

六

　
｝

九

七

八
）

で

「

…

…
。

で

は
、

中
国
の

詩
に

お

い

て
、

ひ

ゆ
に

代
わ
る

技
法

は

何
で

あ
っ

た

か

と
い

え
ば

、

そ

れ

は

景

情
一

致
と

呼
ば
れ

る

も
の

で

あ

る
。

そ

れ
は

感
情

を

直
接
に

は

表

現
せ

ず
、

風
景
に

託
し

て

間

接
的
に

表

現
す

る

技

法
で

あ

る

が
、

…

…
。

」

と

景
情
一

致
と

い

う
技

法
に

定

義
を

与
え

て

い

る

が
、

恐
ら
く

「

景

情
一

致
」

は

中

国
の

古

典

詩
が

理

想
と

し

て

き
た

詩
境
の

ひ

と

つ

で

あ

り
、

そ

の

実

現
の

た

め

に

用

い

ら

れ

る

技
法
の

ひ

と
つ

で

も

あ
る

。

南
宋
・

周

弼

『

三

体

詩
』

は

唐
詩
の

中
か

ら
七

絶
・

七

律
・

五

律
を

選
び
、

さ
ら

に

「

虚

実
の

説
」

に

従
っ

て

表
現
ス

タ
イ
ル

を

分
類
す
る

。

村
上

哲

見

氏

が
『

三

体
詩
（

上
）
』

（

朝
日

新
聞
社

　
一

九
六

六
）

「

解
説
」

に
、

「

…

…
。

こ

の

『

虚
』

と

『

実
』

と
に

つ

い

て
、

周

弼
自

身
の

言
を

み

る

な
ら

ば
、

五

律
、

『

四

実
』

の

解
説

に
、

『

中
四

句
　
皆

な
景

物
に

し

て

実
』

と

い

い
、

『

四
虚
』

に

つ

い

て

は
『

中
四

句

皆
な

情
思

に

し

て

虚
』

と
い

っ

て

い

る
。

す
な
わ

ち

『

景
物
』

を

『

実
』

と

し
、

『

情
思
』

を
『

虚
』

と

す
る
の

で

あ

る
。

こ

れ
を

更

に

敷
衍

す

る

な

ら
ば
、

外

界
の

客
観
的
、

具

象
的
な

存
在
を

描

く

も
の

が

『

実
』

で

あ

り
、

感

情、

思

考
す
な
わ

ち

作
者
の

胸
中

を

写

し

出
す
も
の

が

『

虚
』

で

あ

る
と

考
え

て

よ

か

ろ

う
。

」

と

ま

と

め

て

い

る

よ

う
に
、

周

弼
の

「

虚
実

の

説
」

は

景
と

情
と

の

相
互

関
係

を

意
味

す
る
の

で

あ
る

。

し

か

し
、

『

中

国
古
典
詩

聚

花
　

 

山

水

と

風

月
』

（

小
学

館
　
一

九

八

四
）

「

解
説
」

に

向
島

成
美
氏

が

「

詩
人

王

維

が

同

時
に

山
水
画

家
と

し

て

も

優
れ

て

い

て
、

彼

の

芸

術
に

お

け

る

詩

画
一

体
の

境
地
を

宋
の

蘇
軾
が

『

詩

中
に

画

あ

り
、

画

中
に

詩

あ
り

』

と

評
し

た

こ

と

は

よ

く
知

ら
れ

て

い

る
。

ま

こ

と

に

王

維
は

清
浄
な

山
水
の

自

然
に

深

く
自
己

を

没

入
さ

せ
、

視

覚
的
イ

メ

…

ジ

の

豊
か

な

詩
を

う
た

い

あ
げ
た

。

彼
の

山

水
詩
は
、

代
表
作
と

さ

れ
る

『

網
川

集
』

の

諸
作
に

見
ら

れ
る

よ

う
に
、

周

弼
の

い

う

『

実
』

の

句
で

全

篇
が

貫
か

れ

た

純

粋

叙
景

の

作
を

少
な

か

ら

ず
持
つ

。

し

か

も

そ
こ

に

う
た

わ

れ

る

自

然
に

は
、

人

を

突
き

放
す
よ

う
な

冷
淡
さ
が

な

く、

あ

く
ま
で

も

穏
や

か

な

雰
囲

気
の

な

か

で
、

人

間
が

自

然
と
一

つ

に

融
け

あ
っ

て

い

る
。

」

と

述
べ

る

よ

う
に
、

全
篇
が

「

実
」

の

句
で

構

成
さ

れ
た

詩
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で

あ
っ

て

も
、

「

人

間
が

自

然
と
｝

つ

に

融
け

あ
っ

て

い

る
」

境
地

を

描
き

出
せ

る
。

逆
に

読
者
の

方
も

そ
の

よ

う
な

作
品

か

ら
さ

え

も

詩
人

が

投

影
し

よ

う
と

し

た

と

推

測
で

き

る

何
ら

か

の

情
感

を

読

み

取
ろ

う
と

す
る

し
、

多
く
の

場
合

そ
れ
が

可
能
な
の

で

あ
る

。

　

こ

の

点

は
、

右
に

引
い

た

黒

川
氏
の

論
考
の

後
ほ

ど
の

部

分
に

あ
る

、

「

景

情
一

致
に

よ

る

技
法
の

特
色
が
、

そ
の

象
徴

的
な

性
格

に

あ

る

こ

と

を

述
べ

て

き

た

が
、

景

情
一

致
に

よ

る

風
景
が

感
動

的
で

あ
る

の

は
、

そ

の

風

景
が

単
な
る

風
景
で

は

な

く
、

詩
人

が

そ
の

内
心

を
投

影
せ

ん

と

し

て

創
り

出

し

た

風

景
で

あ

る

と

い

う

こ

と

と

無

関
係
で

は

な
い

。

そ
の

点
に

お

い

て
、

そ
の

手

法
に

よ

る

風

景
の

美
し

さ

は
、

絵
画
の

美
し

さ

に

似
る

と
い

っ

て

よ

い
。

」

と

い

う
分

析
と

重
な
り

合

う
問
題

だ

と

思
わ

れ

る
。

詩

人
は

、

目

に

映
っ

た

景
物
か

ら
あ

る

情
感
を

触

発
さ

れ
、

そ

の

情
感
を

描
き

出
そ

う
と

す
る

場
合

も
あ
る

だ

ろ

う
。

ま

た

逆
に
、

目

に

映
る

景

物
に

あ

る

情
感
を

投

影
し

よ

う
と

す

る

場

合
も

あ

る

だ

ろ

う
。

い

ず
れ
に

し

て

も
、

詩
人

は

眼

前
の

景

物
を

言
語

に

よ
つ

て

再

構
成

し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

目

に

見

え

る

も
の

す
べ

て

を

言
葉
に

よ

っ

て

定

着
さ
せ

る

こ

と
は

そ

も

そ

も

論
理

的
に

不

可
能
で

あ
る

か

ら
、

景

物
の

再

構

成
は
い

か

な

る

詩
人

に

と
っ

て

も

不

可

避
で

あ

る

こ

と

は

自
明

の

理

で

あ

る

け

れ
ど

も
、

中

国
の

詩
で

は
そ

こ

に

景

情
一

致
と

い

う

原
理
が

加

わ
る

。

そ

し

て
、

こ

の

原
理
は

読

者

の

側

に

も

及
ぶ

。

再

構
成
の

や
り

方
は

詩
人
ご

と

に

異
な
っ

て

お

り
、

ち
ょ

う
ど
同

じ

光
景
を

描
い

た

と
し

て

も
、

異
な

る
画

家
が

描
け
ば

構
図

や

筆
致

、

色
彩
な

ど

ま
っ

た

く
異
な

る
絵
を

生
み

出

さ

れ
る

の

と

同
じ

で

あ

る
。

　

黄
遵

憲
の

「

遊
豊

湖
」

を

「

写

景
詩
」

と

し

て

見

た

場

合、

彼

の

景
物
の

再
構

成
は

非
常
に

優
れ

て

い

る
と

思

う
。

こ

の

作
品
の

最
も
大
き

な
魅

力
の
一

つ

が

豊
湖
の

自

然
を
描
写

し

た

詩
句
に

あ

る

こ

と

は

間
違
い

な
い

。

し

か

し
、

少
な

く
と

も

詩
人
の

意
図
に

沿

う
な

ら
ば
、

桃
花

源
の

見

立

て

を

骨
子

と

す
る
、

三

首
全

体
の

構
成
の

妙
に

着
目

し

て

や
ら

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

だ

ろ

う
。

黄
遵

憲
と
い

う
詩
人

は

そ

の

構
想

力
に

こ

そ

最
大
の

特

徴
が

あ

る
と

考

え

る
。

「

遊
豊

湖
」

以
降

、

彼
は
こ

の

よ

う
な
作
品

を
あ
ま

り

作
ろ

う

と
し

な
く

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

ま

ず、

山

や
川

、

森
や

湖
な
ど

自

然
の

美
し

さ

を

描
写

す
る
こ

と

よ

り

も
、

人
や
人
の

営

み
を

描

写

す
る

こ

と
の

方
に

詩
を

作
る

こ

と

の

意
味
を

見
出
し

た
、

と
い

う

点
が

指
摘
で

き
る

。

そ

の

た

め
、

同

じ

く
「

写
景
」

と

言
つ

て

も
、

彼
の

詩
に

は

常
に

人
の

姿
や

人
が

作
り

出

し

た

も
の

が

描
か

れ

る
よ

う

に

な

る
。

時
折
そ

れ
ら
が

自

然
を

背
景
と

す
る
こ

と

が

あ
り

、

そ

の

場

合
は

数
句
の

自
然

描
写
を

含
む

詩

を

作
る

こ

と

に

な
る

。

ま

た
、

自
分
の

情
を

直
接
述
べ

る

よ

り

も
、

彼
に

そ
の

情

を
抱
か

せ

る

契
機
と

な
っ

た

事
物
を

描
写

す
る

傾

向
が

強
く

な
つ

て

い

っ

た

こ

と

も

指
摘
で

き
る

。

し

た

が
っ

て
、

彼
の

叙
事
詩
は

し

ば
し

ば
「

写

景
」

を

含
み

、

そ
の

景
に
は

人
や
人

が

作
り

出
し

た

も
の

が

現
れ

る

こ

と
に

な
っ

た
。

　
二

年

後
の

同

治
九

（

一

八

七

〇
）

年
六

月
、

黄
遵
憲
は

再
び

豊

湖

に

遊
び

、

「

庚

午
六

月

重
到

豊
湖
、

誌
感
」

と
い

う

詩

を

作
っ

て

い

る
。

右
に
挙

げ
た

問
題
を

含
め
、

稿
を

改
め

て

論
じ

た
い

。
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（

注
）

 
　
今、

銭
仲
聨
箋
注
『

人

境
廬
詩
草
箋
注
』

（

上

海
古
籍

出
版
　
「

九

八

　
「
、

以

下
『

箋

注
』
）

附
録

に

拠

る
。

な

お、

黄
遵
憲
の

詩

は
、

『

人

境

　

廬
詩

草
』

に

収
め

る
六

四

〇
首
は

『

箋
注
』

に、

『

人

境
廬

集

外
詩

輯
』

　

に

収
め

る

二

八

〇

首
は

『

黄
遵
憲
集
』

上
・

下

巻
（

天
津
人

民

出
版
社

　
　

二

〇
〇
三
）

に
、

『

日

本

雑
事

詩
』

二

〇
〇

首
は

『

箋

註
』

附
録
に

そ

　

れ

ぞ
れ

拠
っ

た
。

銭
仲
聯
氏

は
一

九

〇
八

年
生
ま

れ
。

も

と

の

名
を

萼

　

孫

と
い

い
、

夢

若
と

号
し
た
。

江
蘇
常
熟

虞
山

鎮
の

人。

二

〇

〇
三

年

　

十
二

月
四

日

逝
去

さ
れ

た
。

 

韓
愈
「

潮
州

刺
史
謝
上

表
」

は

『

韓
昌
黎
文

集
校
注
』

（
馬

其
昶

校
注

　
　

上

海
古
籍
出

版
社
　
一

九

八
六
）

に

拠
っ

た。

引

用
し

た

箇
所
の

校

　

注

は
「

『

経
』 、

旧

史
作
『

逾
』

。

『

程
期
』 、

新
・

旧

史
作
『

期
程
』

。

」
、

　

と

『

旧

唐
書
』

『

新
唐
書
』

と
の

異

同
を

指

摘
す
る

。

 
　
王

国
安
箋
釈
『

柳
宗

元

詩
箋
釈
』

（
上

海

古

籍
出

版
社
　
一

九
九
＝ ．
）

　

は
、

「

登
柳
州
城
楼
、

寄
潭
汀

封

連
四

州
」

詩
を

元

和
十
（
八
一

五
）

年

　

に
、

「

柳
州
二

月
榕

葉
落
尽
、

偶

題
」

詩

を

元

和
十
一

年
に
、

「
与

浩

初

　

上

入

同

看
山、

寄
京
華
親
故
」

詩
を

元

和
十
二

年
に

そ

れ
ぞ

れ

繋
年

す

　

る
。

 

『

人

境
廬
詩

草
箋
注
』

は

同
じ

記

事
を
宋
・

羅
大

経
『

鶴
林
玉

露
』

　

か

ら

引
く
が
、

恐
ら

く
『

唐
宋
詩

醇
』

引
『

鶴
林
玉

露
』

に

拠
っ

た
の

　

だ

ろ

う
。

『

筆
記
小

説
大

観
』

に

収

め

る

『

鶴
林
玉

露
』

は
、

「

東
坡

守

　

杭
守
潁、

皆
有

西
湖
。

…

（
中
略
）

…
。

後

謫
恵

州

亦
有

西

湖
。

」

に

作

　

る
。

 

「
斜
陽
照

空

林

徘
徊
未
忍

去

多
恋
究

多
累

棹
頭

未

可
住」

の

　

四

句、

鈔
本
は

「

東
坡

偶
南
遷

　
掉
頭
不

肯

住

　
苗
湾
為

饑
来

　
旋
又

　

為
官
去
　
山
霊

揖
我

言

　
此

皆
如

寄
寓

　
の

八

句
に

作
る

。

 

「

櫓」
、

百

衲
本
・

中
華
書
局
本

は

　

は

「
手
」

に

従
う

。

子

能
早
来
遊

　
与

子
同
旦

暮
」

「
木
」

に

従
い
、

『

会
注

考

証
』
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